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序Pictures from Italy (1846) は, 1844年７月から1845年７月まで, 家族と
ともにジェノヴァ (Genoa) にいた年に, チャールズ・ディケンズ
(Charles Dickens, 181270) がジョン・フォースター (John Forster, 1812
76) に書いた手紙に基づく旅行記である。この旅行記は, フランスから
イタリアにいたる旅と北イタリアをめぐる旅について書かれている。ディ
ケンズはとくにヴェニス (Venice) , ナポリ (Naples) , ポンペイ
(Pompeii), ヴェスヴィオス (Vesuvius) 山, ローマ (Rome) に魅惑され
た。彼は, 見た場所や会った人, 芸術, ローマ・カトリック教会について
コメントし, イタリアの貧困と抑圧がローマ・カトリックの影響によって
もたらされているという考えを述べた。この手紙に基づく旅行記は, 最初,
1846年１月21日から３月11日までの間 Daily Newsに発表され, 改訂版が
1846年６月にブラッドベリー・アンド・エヴァンズ (Bradbury & Evans)
社によって一巻本としてサミュエル・パーマー (Samuel Palmer, 180581)
による挿絵つきで発表された (Davis 318)｡1)
Pictures from Italy において最も特徴的なことは, 美と宗教に関してディ
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(Clarkson Stanfield, 17931867) であったが, 12枚のプレートを提供する
という仕事を放棄した。スタンフィールドにとってこの本が反カトリック








いる｡2) ディケンズは, 各都市についての一連の記憶を叙述する際, 美に
ついても描写し, 旅行案内となるようにも工夫している。












フィリップ・V・アリンガム (Philip V. Allingham) は,「ディケンズは,
ジェノヴァに行く前に貧困や貧困に関係する衛生状態の悪さに遭遇してい
て, それらについて書いていた。例えば, Oliver Twist の第18章でイギリ
スの貧乏人たちが追いやられている不健康な環境について描写している」
と述べている。アリンガムが指摘しているように, ディケンズは Oliver
Twist で, 悪党たちの憂鬱な屋根裏部屋を「道徳的堕落, 卑しさ, 残忍性
の外面的な目に見える表象であるかのように」描写している (132)。この
ような記憶があったためか, ディケンズは, アルバロ (Albaro) へ馬車を
走らせる際の路地を,「セント・ジャイルズ, あるいは古いパリのどの路
地よりももっとみすぼらしく, 狭苦しい」(283) と表現している。セント・
ジャイルズには, 犯罪地域セブン・ダイヤルズ (Seven Dials) があった。
それだけでなく, セブン・ダイヤルズ近くのモンマス・ストリート
(Monmouth Street) といえば, 古着の代名詞だった。売り場の小屋さえ
持たない商人も大勢いた。そういう者たちは行商人となり, 商品を背負っ
たり頭に載せたりして, 毎日街中を売り歩いた。なかにはそれなりの生活









している。ディケンズは, ベラ・ヴィスタ (Bella Vista) という貸し邸宅
で生活した。この邸は, 市の城壁の外の高台の郊外アルバロにある, 破損
のひどい, 汚れた, ピンク色塗りの古い家にすぎなかった。この家でノ
ミに悩まされたにもかかわらず (Wilson 184), ディケンズはジェノヴァ
を歩き回りながら, 田舎地帯の美しさなど多くの魅力を発見したのであっ
た。ベラ・ヴィスタの３ヵ月の借用期間が終わったので, ペスキエーレ
(Peschiere) 荘に移った彼は, この邸宅の窓からジェノヴァの町全体, 港,
近くの海を見渡し, その眺めを「世界で最も魅力的で気持ちのいい眺望」
(306) と表現している。
ジェノヴァから旅に出たディケンズは, ピアチェンツァ (Piacenza) の
ブドウ畑に感銘を受ける。彼は, ジェノヴァとその周辺の不恰好な四角い
柱に支えられた格子枠にブドウを這わせている様を,「決して絵のように






スク｣ と表現するのは, 次の引用に見られるようにフェッラーラ (Ferrara)
を描写する際においてである。
ARIOSTO’s house, Tasso’s prison, a rare old Gothic cathedral, and
more churches of course, are the sights of Ferrara. But the long silent
streets, and the dismantled palaces, where ivy waves in lieu of banners, and
where rank weeds are slowly creeping up the long-untrodden stairs, are the
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best sights of all.
The aspect of this dreary town, half an hour before sunrise one fine



















流れほとばしる川, 絵のように美しい古い橋 (‘picturesque old bridge’),






彼は, サンタ・マリア・デ・レ・グランツィエ (Santa Maria delle
Granzie) 修道院の古い食堂にあるレオナルド・ダ・ヴィンチ (Leonardo
da Vinci, 14521519) の「最後の晩餐」に感銘を受けている。彼は, ダヴィ








びえていた」(347) と表現している。さらにシンプロン (Simplon) 峠を
登っているときの様子を次のように表現している。
It was late in November ; and the snow lying four or five feet thick in
the beaten road on the summit (in other parts the new drift was already
deep), the air was piercing cold. But, the serenity of the night, and the
grandeur of the road, with its impenetrable shadows, and deep glooms, and
its sudden turns into the shining of the moon and its incessant roar of falling













また, 絶え間なく流れ落ちる水の吠えるような音｣ が旅を崇高な (‘sub-
lime’) ものとすると表現している。ここでエドマンド・バーク (Edmund
Burk, 172997) が A Philosophical Enquiry into the Origin of Our Ideas of the




















から成り, 古風で趣きがあり, 興味をそそる風景を並べたような, ちょっ
とした画廊を形成していた」(350) と述べている。一方で, ジェノヴァと
スペツィア (Spezzia) の間の沿岸道路から眺めた海に走るフェラッカ
(felucca) 船 (地中海を走る小型帆船) を ｢絵のように美しい｣ (‘pictur-
esque’) (352) と表現していることから,「ピクチャレスク」という表現











美しい (‘picturesque’) アーチ群の中に残されている, 壊れた水道橋, 壊
れた寺院, 壊れた墓」(367) と表現している。そして説明的に「表現し得
ないほど陰鬱で, 荒涼とした, 荒廃の地―そして, 地面に転がっている石
の一つ一つに歴史が込められている地だ」(367) と述べている。このこと
から, ディケンズが〈廃墟〉に感銘を受けていることは明らかである。




ある」と述べている (91)。さらに「ティツィアーノ (Titian, 1487 頃
1576), ラファエロ (Raphael, 14831520), ミケランジェロ, ティントレッ
ト (Tintoretto, 151894), などのヴァチカン芸術は, 崇高で畏怖の念を起
こさせるものの典型である」と述べている (103)。ニクソンが述べている
ようにディケンズは, ヴァチカン芸術から崇高さを感じとり, 高く評価し
ている｡「ティツィアーノやレンブラント (Rembrandt, 160669) やファ
ンダイク (Vandyke, 161686) が描いた肖像画, またグイード (Guido,
1494年頃1534), ムリーリョ (Murillo, 161882) やラファエロやサルヴァ
トル・ローザ (Salvator Rosa, 161573) やスパニョレット (Spagnoletto,
15881656) の手による様々な主題の絵がある―それらの多くは, 本当に,
それらの評価において賞賛しすぎるとか, 十分に賞賛し尽くすのは難しい
であろう」(394) と表現していることから, ディケンズの審美眼は, ロー
マ・カトリック教会の本拠地であることに左右されていないことは明らか
である。
ところで, ここで付け加えておきたいことは, Pictures from Italy の中で
は触れられていないディケンズのラファエロ前派 (Pre-Raphaelite
Brotherhood, P. R. B.) に対する反応である。ラファエロ前派とは, ルネッ
サンスの画家ラファエロより以前の素朴, 清新な画風に復帰すべきことを
主張した青年芸術家の集団である。この中のメンバーの一人, ジョン・エ
ヴァレット・ミレー ( John Everette Millais, 182996) の描いた Christ in










Words, 1850. 6. 15.)。
1850年６月, 芸術改革の聖書たらんとした雑誌, The Germ の最終号が
発刊される。その中で, ロセッティは無責任な無神論の色合いを帯びた美
学的主張を展開する。ジェイムズ・コリンソン ( James Collinson, 1825
81) は, 自分の宗教的原則の名のもとに協会を脱退する。真摯なカトリッ













Pictures from Italy の中で承服しかねるものも描き出している。それが宗教
である。次に宗教に関するディケンズの思想について考えてみたい。
2 . ディケンズと宗教



















Goblin, looking back as I have described, went softly on, into a vaulted
chamber, now used as a store-room: once the chapel of the Holy Office. The
place where the tribunal sat, was plain. The platform might have been re-
moved but yesterday. Conceive the parable of the Good Samaritan having
been painted on the wall of one of these Inquisition chambers! But it was,
and may be traced there yet. (27576)












ジェノヴァ郊外のアルバロ (Albaro) で, ディケンズはアントニオ
(Antonio) という名の老人に出会う。この老人とその息子は, 牛小屋の牛




ンズは, 老人と自身を「ロビンソン・クルーソー (Robinson Crusoe) と
フライデー (Friday) を逆にしたような格好で, ドアのそばの石に腰をお
ろす」(286) と表現している。これは, ダニエル・デフォー (Daniel






アンドルー・サンダーズ (Andrew Sanders) は,「19世紀の多くのイギ
リス人旅行者のように, ディケンズは, イングランドであれスイスであれ,



















(Constantinus, 272337) 帝の時代に造られたもので, 約1000年間, 拡張






























一方で, ディケンズは罪に対する処罰, すなわち, ある男の斬首も目の
当たりにする。その男は, ローマへ巡礼の旅をしていたバヴァリアのある
伯爵夫人を待ち伏せしていた。ヴィテルボ (Viterbo) で彼は, その伯爵
夫人が金貨を一枚両替するのを目の当たりにした。彼は彼女を護ってあげ







ていた。夫は, 自分の行いを妻に話し, 彼女は, 告解のときに司祭に話し
た。それで, その男は殺人を犯してから４日もたたないうちに捕えられた。

















(122) と述べている｡5) このことから, ディケンズのキリスト教に関する
理想像は, 隣人愛の実践ということになる｡ トマス・カーライル (Thomas








(76) と述べる一方で, 育ての父親のアンドレアス (Andreas) の教会出席

















審問, 押しつけがましさ, 金権体質, 儀式, 安易な贖宥, 聖遺物の展示な
どに対して批判的である。マーク・エスリック (Mark Eslick) は,




















2) Charles Dickens, American Notes and Pictures from Italy (New York : Oxford
UP, 1987), p. 260. Pictures from Italy からの引用はこの版により, 引用末尾
の括弧にページを示す。日本語訳の部分は, 伊藤弘之, 下笠徳次, 隈元真広
訳『イタリアのおもかげ』(岩波文庫）を参考にした。
3) ウィリアム・ギルピン (William Gilpin) は, Observations on Cumberland
and Westmoreland 1786の中で,「ピクチャレスク」について次のように述べ
ている。
It is the aim of picturesque description to bring the images of nature, as forci-
bly, and as closely to the eye, as it can. (xix)
The rules of picturesque beauty are drawn from nature. (xxii)
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4) Edmund Burke, A Philosophical Enquiry into the Origin of Our Ideas of the
Sublime and Beautiful (Notre Dame: U of Notre Dame P, 2005), p. 57. この
作品からの引用はこの版により, 引用末尾の括弧にページを示す。日本語の
部分は, 千葉康樹, 大河内昌訳『オトラント城 / 崇高と美の起源』(研
究社）を参考にした。
5) Charles Dickens, The Life of Our Lord (New York : Simon & Schuster, 1999),
p.122.
6) Thomas Carlyle, Sartor Resartus (Oxford : Oxford UP, 1987), pp.7677.
7) カトリック教会の教会刷新運動が盛んに行われた16世紀に, イタリア人司
祭マテオ・ダ・バシオ (Matteo de Bascio, 1492頃1522) がアッシジの聖フ
ランチェスコ (Francesco d’Assisi, 11821226) を範とし, 原点に立ち戻っ
た赤貧主義の徹底を主張し, フランシスコ会から分派し, カプチン修道会を






Charles Dickens, American Notes and Pictures from Italy. New York : Oxford UP,
1987.
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Dickens’ Thoughts on Beauty and Religion
YOSHIDA Kazuho
Pictures from Italy is Dickens’ travel book based on the letters he wrote
to John Forster during a year spent with his family in Genoa from July 1844 to
July 1845.
The book describes their travels through France en route to Italy and
through Northern Italy. Dickens comments on the places and people he saw,
on art, and on the Roman Catholic Church, vigorously expressing his belief
that the poverty and oppression in Italy was largely due to the influence of the
Church.
‘Picturesque’ is used to show the artistic concept and style of the late
18th and early 19th century, characterized by a preoccupation with architec-
ture and landscape in pictorial combination with each other. In Britain, the pic-
turesque was defined as an aesthetic quality marked by pleasing variety,
irregularity, asymmetry, and interesting textures ; medieval ruins in a natural
landscape were thought to be picturesque.
The 19th century was the Golden Age of landscape painting in Europe and
America. Three aesthetic concepts established during the Romantic era di-
vided the natural world into categories : the Pastoral, the Picturesque, and the
Sublime. The first two represented Nature as a comforting source of physical
and spiritual sustenance. The last, as articulated by Edmund Burke (172997)
in A Philosophical Enquiry into the Origin of Our Ideas of the Sublime and
Beautiful (1757), refers to the thrill and danger of confronting untamed Nature
and its overwhelming force.
In Pictures from Italy, Dickens uses the word ‘picturesque’ in various de-
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scriptions. He not only uses the word to describe beautiful landscapes, but
also to describe the sublime beauty of ruins and nature. His consciousness of
beauty bears a resemblance to the consciousness of beauty of Edmund Burke,
because both of them represent the beauty of untamed Nature and its over-
whelming force.
At the same time, Dickens shows his views on religion, which has been
a topic of considerable controversy. The novels are clear about the religious
attitudes and practices that Dickens disliked. He frequently attacked
Evangelical and dissenting pietism. He also disliked formalistic religion, criti-
cizing the Puseyites for their emphasis on ritual, and Roman Catholicism for
its superstitious mummery.
Dickens also criticizes Roman Catholic customs : he censures the superfi-
ciality of the procession, and the superstition of the worshipper. Martin
Luther (14831546) strongly disputed the claim that freedom from God’s pun-
ishment for sin could be purchased with money. Dickens seems to agree with
Luther’s opinion, but he looks on Ordo Fratrum Minorum Capuccinorum fa-
vorably. He attaches greater importance to the practice of neighborly love
than to form in Christianity.
